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福崎町の交通をとりまく現状
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１．福崎町の概要１．福崎町の概要

福福
崎
町町
の
交
通通
を
と人口：19,733人と
り
ま
く

人口：19,733人
世帯数：7,138世帯
面積：45.82km
東西 10 1k

２

く
現
状

東西：10.1km
南北：11.5km

平成２２年７月末現在状
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２．人口２．人口
＜ 年齢構成別人口の推移 ＞＜ 年齢構成別人口の推移 ＞

福
0 歳～14 歳 15 歳～64 歳 65 歳以上

少子高齢化の傾少子高齢化の傾

福
崎
町

250

（百人）
統計データ 推計データ

207

向は、増していくと
予想されている
向は、増していくと
予想されている

町
の
交
通
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を
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と
り
ま
く
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(67%)

131
(66%)
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(65%)
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(61%)
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(60%)
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(60%)

50

100く
現
状

42
(22%)

37
(18%)

33
(17%)

30
(15%)

29
(14%)

28
(14%)

23
(12%)

20
(10%)

18
(10%)

17
(9%)0

50

年

状

S60年 H2 H7  H12  H17 H22 H27 H32 H37 H42

22

出典：Ｈ１７年以前：国勢調査結果
Ｈ２２年 ：福崎町統計データ（7月末現在）

Ｈ２７年以降：国立社会保障・人口問題研究所 市区町村別将来推計人口（平成20年12月推計）



＜ 地域別人口 ＞＜ 地域別人口 ＞

福福
崎
町 近畿医療福祉近畿医療福祉町
の
交
通

大学の寮がある大学の寮がある

通
を
とと
り
ま
くく
現
状旧集落であるJR福崎駅周旧集落であるJR福崎駅周状辺及び市川東側と新市街

地である福崎インターチェ
ンジ周辺及び県道三木宍
粟線沿いの人口が多い

辺及び市川東側と新市街
地である福崎インターチェ
ンジ周辺及び県道三木宍
粟線沿いの人口が多い

33出典：平成17年国勢調査に関する地域メッシュ統計（500mメッシュ）



＜ 地域別高齢化率 ＞＜ 地域別高齢化率 ＞

福福
崎
町町
の
交
通通
を
とと
り
ま
くく
現
状

新市街地である福崎イン
タ チ ンジ周辺及び県道
新市街地である福崎イン
タ チ ンジ周辺及び県道状ターチェンジ周辺及び県道
三木宍粟線沿いは高齢化
率が比較的低いが、それ
以外は高齢化率の高い地
域が町全域で見られる

ターチェンジ周辺及び県道
三木宍粟線沿いは高齢化
率が比較的低いが、それ
以外は高齢化率の高い地
域が町全域で見られる

44

域が町全域で見られる域が町全域で見られる

出典：平成17年国勢調査に関する地域メッシュ統計（500mメッシュ）



（１）移動目的（１）移動目的

福

３．福崎町及び周辺市町の人の動きの概要３．福崎町及び周辺市町の人の動きの概要

生成量

（トリップ/日）

福
崎
町

都市部の旧姫路市域
は自由目的が多い
都市部の旧姫路市域
は自由目的が多い

福崎町では、帰宅を除くと通勤
通学目的が約半分を占める
福崎町では、帰宅を除くと通勤
通学目的が約半分を占める

20% 8% 21% 7% 44%

姫路市域

福崎町 40,488

1 133 735

町
の
交
通

20%

14%

7%

7%

23%

28%

8%

11%

42%

41%

香寺町

旧姫路市域 1,133,735

42,012

通
を
と

19% 9% 20% 8% 43%夢前町

,

41,756

と
り
ま
く

19% 8% 21% 10% 43%加西市 101,260

く
現
状

20% 8% 21% 8% 43%市川町 27,802

状

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出勤 登校 自由 業務 帰宅

55
出典：H18年播磨都市圏パーソントリップ調査結果



（２）利用交通手段（代表交通手段）（２）利用交通手段（代表交通手段）

福

都市部の旧姫路
市域では相対的
にクルマが少なく

都市部の旧姫路
市域では相対的
にクルマが少なく福崎町の移動の６５％福崎町の移動の６５％福崎町の移動の約１０％福崎町の移動の約１０％

8% 1% 65% 14% 11%福崎町

生成量

（トリップ/日）

40 488

福
崎
町

にクルマが少なく、
二輪、徒歩が多い
にクルマが少なく、
二輪、徒歩が多い

福崎町の移動の６５％
がクルマ利用
福崎町の移動の６５％
がクルマ利用

福崎町の移動の約１０％
が公共交通利用
福崎町の移動の約１０％
が公共交通利用

7% 3% 50% 21% 19%旧姫路市域

40,488

1,133,735

町
の
交
通

12% 1% 65% 11% 11%香寺町 42,012

通
を
と

3% 4% 69% 14% 10%夢前町 41,756

と
り
ま
く3% 1% 75% 10% 10%

市川町

加西市 101,260

27 802

く
現
状9% 0% 75% 5% 11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市川町

鉄道 バス 自動車 二輪 徒歩

27,802状

出典：H18年播磨都市圏パーソントリップ調査結果

66

※代表交通手段とは、１つのトリップの間でいくつかの交通手段を用いている場合、このトリップ
で利用した主な交通手段を代表交通手段とします。代表交通手段の集計上の優先順位は高いほうか
ら、鉄道→バス→自動車→二輪→徒歩の順となります。



（１）公共交通網及び運行状況（１）公共交通網及び運行状況

福

４．公共交通（鉄道・バス）の現状４．公共交通（鉄道・バス）の現状

神姫バス(福崎駅

福
崎
町

- 粟賀行き)系統
６本（上り3便、下
り3便）
※休止予定

ＪＲ寺前・和田
山方面 ６３本
（上り30便、下町

の
交
通

り33便）

サルビア号 川西
コース 奇数日運
行 ４本（２往復）通

を
と

行 ４本（２往復）

神姫バス(北条 -

大貫経由)姫路駅
行き １６本（上り

高速バス（津山～
大阪） ２７本（上りと

り
ま
く

行き １６本（上り
8便、下り8便）

大阪） ２７本（上り
14便、下り13便）

く
現
状

ＪＲ姫路方面
８３本（上り41便、
下り42便）

状

サルビア号の川東

神姫バス(福
崎駅 - 江鮒

団地経由)姫

神姫バス（福崎駅

- 香呂経由）姫路
駅行き ８本（上

77

サルビア号の川東
コース 偶数日運
行 ４本（２往復）

団地経由)姫
路駅行き ９
本（上り4便、
下り5便）

り4便、下り4便）

※ＪＲ播但線は、特急の
「はまかぜ」を除く



＜ 福崎駅年間乗車人員の推移 ＞＜ 福崎駅年間乗車人員の推移 ＞

福

（２）鉄道（２）鉄道

（千人/年）

福
崎
町

平成１０年に姫路～寺前
間が電化・高速化し、
平成１２年に近畿福祉大
学が開校（短期大学から

平成１０年に姫路～寺前
間が電化・高速化し、
平成１２年に近畿福祉大
学が開校（短期大学から

平成１９年以降は乗車
人員が減少
平成１９年以降は乗車
人員が減少

900

1000

（千人/年）

普通 定期

839 832
821 805 808 809 818

853 849
869

825

町
の
交
通

学が開校（短期大学から
４年制へ移行）したことに
より乗車人員が増加

学が開校（短期大学から
４年制へ移行）したことに
より乗車人員が増加

人員が減少人員が減少

700

800

821 805
792

756
726

698
673

699 701

760

808 809 818 825
793通

を
と

621
641 631 616 609

584 553 590
625 618 620 659 660 672

633
607500

600
と
り
ま
く

553 525
514 534 538

300

400く
現
状

218 191 190 189 183 172 173 173 159 165 163 170 183 191 198 194 189 197 192 186100

200
状

0
H１ H２ H３ H４ H５ H６ H７ H８ H９ H１０ H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０

88出典：福崎町統計データ



＜ 神姫バスのバス停別乗降者数（平日１日） ＞＜ 神姫バスのバス停別乗降者数（平日１日） ＞

福

（３）路線バス（３）路線バス

福
崎
町町
の
交
通

駅前、新町、辻
川、鍛治屋の利
用者が多い

駅前、新町、辻
川、鍛治屋の利
用者が多い

通
を
とと
り
ま
くく
現
状町内の路線バスの町内の路線バスの状

Ｈ２０年７月３１日 福崎～瀬加 系統休止
Ｈ２１年１０月１日 福崎～粟賀 ４本から３本に減便

路線
運行本数が減少

路線
運行本数が減少

99
出典：福崎町所管データ（神姫バス提供データ）

平成１８年度実施OD調査

Ｈ２１年１０月１日 福崎～粟賀 ４本から３本に減便
時期未定 福崎～粟賀 休止予定



＜ サルビア号年間乗車人員の推移 ＞＜ サルビア号年間乗車人員の推移 ＞

福

（４）サルビア号（コミバス）（４）サルビア号（コミバス）

18,000

川西A 川西B 川西急行 川東C 川東D 川東急行（人/年）

＜ サル ア号年間乗車人員 推移 ＞＜ サル ア号年間乗車人員 推移 ＞

福
崎
町

年間15,000人前後で
ほぼ横ばいで推移
年間15,000人前後で
ほぼ横ばいで推移

152
324 495

331
458

434 475
388

14,000

16,000
14,911

14,405 14,770 15,047
15,631

15,097 15,209
14,667

町
の
交
通

2,556

2,999

3,107 3,382
3,496

3,643
3,311 3,197

3,045

12,000

,

通
を
と

170

232 117
339 306 296 295 533

2,556

2,547 2,443
2,315 2,773 2,707 2,994 2,525

8,000

10,000と
り
ま
く 5,442

4,495 4,820 4,741 4,819 4,783 4,720 4,473

4,000

6,000く
現
状

3,592 3,700 3,513 3,825 3,632 3,566 3,528 3,703

0

2,000

状

0

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

1010
出典：福崎町所管データ



福

＜ サルビア号 運行日当たりバス停別乗降者数 ＞＜ サルビア号 運行日当たりバス停別乗降者数 ＞
利用者の約８割が
６０歳以上
利用者の約８割が
６０歳以上

５０歳代

50歳未満

無回答

%
７.４%

福
崎
町 ５０歳代

６０歳代

８０歳以上

利用者の状況

（年代）
14 .8%

9 .3%

28 .4%

3 .7%町
の
交
通

７０歳代

（年代）

36 .4%

通
を
と７０歳代

その他
無回答

11 1%1 .2%

と
り
ま
く

回答者数計のべ163人

通院

公共施設

通勤

利用目的19.2%

11 .1%1 .2%

1 .2%

28 .4%

く
現
状

買い物

文珠荘

20.4%

18 .5%

通院、買い物目的の
利用者が約５０％
文珠荘、公共施設を
含めると８０％以上

通院、買い物目的の
利用者が約５０％
文珠荘、公共施設を
含めると８０％以上

状

1111

含めると８０％以上含めると８０％以上
※平成21年1月～平成21年12月の日平均

出典：サルビア号に関するアンケート
（平成19年度実施）

回答者数計のべ163人



５．道路及び自動車交通の現状５．道路及び自動車交通の現状

＜ 国県道整備状況図 ＞＜ 国県道整備状況図 ＞福
（１）道路整備状況（１）道路整備状況

＜ 国県道整備状況図 ＞＜ 国県道整備状況図 ＞福
崎
町町
の
交
通通
を
とと
り
ま
く

駅付近の甘地福崎線
及び町境界付近に多
駅付近の甘地福崎線
及び町境界付近に多

く
現
状及び町境界付近に多

くの未整備区間が残さ
れている

及び町境界付近に多
くの未整備区間が残さ
れている

状

1212
平成22年4月現在

注）県道以上の整備状況を示しており、未整備
とは幅員5.5ｍ未満をいう



＜ 都市計画道路整備状況図 ＞＜ 都市計画道路整備状況図 ＞

福

駅周辺に多くの未駅周辺に多くの未

福
崎
町 駅周辺に多くの未

整備区間が残さ
れている

駅周辺に多くの未
整備区間が残さ
れている

町
の
交
通通
を
とと
り
ま
くく
現
状状

1313

平成22年8月現在



＜ 路線別自動車交通量（昼間１２時間） ＞＜ 路線別自動車交通量（昼間１２時間） ＞

福

（２）自動車交通状況（２）自動車交通状況

福
崎
町町
の
交
通通
を
と

南北幹線の国道３１２
号と、東西幹線の三木
宍粟線の交通量が多い

南北幹線の国道３１２
号と、東西幹線の三木
宍粟線の交通量が多いと

り
ま
くく
現
状状

1414
出典：平成17年度道路交通センサス

平成18年度町道交通量調査



＜ 主要路線の自動車交通量の推移（昼間１２時間） ＞＜ 主要路線の自動車交通量の推移（昼間１２時間） ＞

福
30,000

（台/12h）

中国自動車道

福
崎
町

25,000

播但連絡道路

国道３１２号

三木宍粟線

町
の
交
通

平成９年に山陽自動車道
の全面開通に伴い播但連
絡道路、中国自動車道の

平成９年に山陽自動車道
の全面開通に伴い播但連
絡道路、中国自動車道の

20,000

甘地福崎線

田口福田線

通
を
と

絡道路、中国 動車道
交通量が減少
絡道路、中国 動車道
交通量が減少

12,792
13,284

11 657
12,113

15,000
と
り
ま
く

11,657
10,000く

現
状

沿線開発や自動車登録台数の増加
（次頁参照）に伴い、国道３１２号及び
三木宍粟線の交通量は増加傾向

沿線開発や自動車登録台数の増加
（次頁参照）に伴い、国道３１２号及び
三木宍粟線の交通量は増加傾向

2,208
2,576

0

5,000状 三木宍粟線の交通量は増加傾向三木宍粟線の交通量は増加傾向

0

S60 S63 H2 H6 H9 H11 H17

1515
出典：道路交通センサス



＜ 自動車登録台数の推移 ＞＜ 自動車登録台数の推移 ＞

福

（３）自動車登録台数（３）自動車登録台数

平成２０年以降は減少しており、
人口減少や不景気、若者の自
動車離れの影響と考えられる

平成２０年以降は減少しており、
人口減少や不景気、若者の自
動車離れの影響と考えられる

福
崎
町

概ね２人に１台、
クルマを持って
概ね２人に１台、
クルマを持って

91 91 91 92 92 92 92
95 95

92
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（百台）

動車離れの影響と考えられる動車離れの影響と考えられる町
の
交
通
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り
ま
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H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

1616出典：福崎町統計データ



250

＜ 兵庫県内の高齢者の免許保有者数及び人身事故件数の推移 ＞＜ 兵庫県内の高齢者の免許保有者数及び人身事故件数の推移 ＞

福

（４）高齢者の免許保有者数及び人身事故件数（４）高齢者の免許保有者数及び人身事故件数

199
207

250

高齢ドライバーが加害者（第１当
事者）となる事故が年々増加し
高齢ドライバーが加害者（第１当
事者）となる事故が年々増加し

福
崎
町

164
174

185
199

200
事者）となる事故が年々増加し
ており、平成１７年では平成８年
の約２倍になっている

事者）となる事故が年々増加し
ており、平成１７年では平成８年
の約２倍になっている

町
の
交
通

170 180 189
100 104
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127

140150指
数

通
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と

100
111

122 131 139 148
160 170100 104

100
と
り
ま
く

100

50

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

く
現
状

免許保有者数 人身事故件数

注1）免許保有者数、人身事故件数とも平成8年を基準とした兵庫県内の推移
を指数で示している。

注2）人身事故件数は 第１当事者（原付以上）の件数を示している

状

1717出典：兵庫県警察本部インフォメーション交通研究所号外（平成18年7月）

注2）人身事故件数は、第１当事者（原付以上）の件数を示している。
第１当事者とは交通事故に関係した者のうち、過失（違反）が最も重い
ものをいい、過失（違反）同程度の場合は、被害の軽いものをいう。



６．全国的な環境意識への高まり６．全国的な環境意識への高まり

＜ 日本全体のCO２排出量（平成１９年度） ＞＜ 日本全体のCO２排出量（平成１９年度） ＞
福

＜ 日本全体のCO２排出量（平成１９年度） ＞＜ 日本全体のCO２排出量（平成１９年度） ＞
福
崎
町

日本の各部門におけるCO２排出量 運輸部門におけるCO２排出量

町
の
交
通 旅通
を
と

旅
客
輸
送と

り
ま
く

送

く
現
状

貨
物
輸
送状 送

1818

全体のCO２排出量のうち、運輸部門が
約２割を占め、その約半分がマイカー
全体のCO２排出量のうち、運輸部門が
約２割を占め、その約半分がマイカー

出典：国土交通省資料：交通基本法の制定と関連施策の充実に向けて（中間整理）



＜ 運輸部門のCO２排出量 ＞＜ 運輸部門のCO２排出量 ＞

福福
崎
町

旅客輸送の排出量は２００１年以降減少傾向にあ
るが、２００７年は１５,０８８万トンであり、１９９０年比

増

旅客輸送の排出量は２００１年以降減少傾向にあ
るが、２００７年は１５,０８８万トンであり、１９９０年比

増

２００８年３月２８日に旧目
標値より約１,０００万トン
２００８年３月２８日に旧目
標値より約１,０００万トン町

の
交
通

で３４．６％増で３４．６％増
標値より約 , 万トン
削減した新目標値に改訂
標値より約 , 万トン
削減した新目標値に改訂

通
を
とと
り
ま
くく
現
状状

1919
出典：国土交通省資料：交通基本法の制定と関連施策の充実に向けて（中間整理）



＜ 輸送量当たりのCO2排出量（平成17年度） ＞＜ 輸送量当たりのCO2排出量（平成17年度） ＞

福

自家用乗用車

福
崎
町 173自家用乗用車町
の
交
通

航空はクルマ航空はクルマ
111航空通

を
と バスはクルマのバスはクルマの

航空はクルマ
の約５分の３
航空はクルマ
の約５分の３

51バス
と
り
ま
く 道道

バスはクルマの
約３分の１
バスはクルマの
約３分の１

19鉄道く
現
状

鉄道はクルマ
の約９分の１
鉄道はクルマ
の約９分の１
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（単位：g‐CO2/人キロ）

状

出典：国土交通白書2008

2020

出典：国土交通白書2008


